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コンプを対象とした大規模増殖場開発事業については､今別地区では昭和 47- 49年度の 3年間､石

持地区では昭和 50- 51年度の 2年間調査が行なわれ､それぞれ昭和50年度､52年度から事業が実施さ

れている｡

大間地区の事業構想は今別および石持地区と同様な考え方であり､低利周砂傑地帯の開発をねらいと

している｡

大間地区の調査期間は昭和 51- 52年度の 2年間となっており､本年度は､主として_生物および底

質などの漁場環境調査 (地区の約 1/ 2の区域 )を行なうとともに､モデル施設などの試験施設を設置

し､施設の埋没状況や生物の付着状況など_若干の調査を実施した｡

詳細は ｢昭和51年度大規模増殖場開発調査報告書 一大間地区一 再水増資料 S52-ノ拓.1｣を

参照されたい｡
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